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は
じ
め
に

　

本
年
４
月
、１
９
８
６
年
の
京
田
辺
校
地（
当

時
は
田
辺
校
地
、
以
下
同
様
）
開
校
か
ら
25
年

を
迎
え
た
。
よ
う
や
く
四
半
世
紀
を
経
た
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
あ
ゆ
み
を
大
学
を
中
心

に
振
り
返
っ
て
み
る
。
私
は
た
ま
た
ま
開
校
の

直
前
に
京
田
辺
校
地
に
赴
任
し
、
そ
の
後
約
10

年
間
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
り
、
開
校
前
後
を
中

心
に
個
人
的
な
記
憶
も
若
干
含
め
記
し
て
み
た

い
。

　

現
在
、
大
学
の
京
田
辺
校
地
で
は
約
79
万
㎡

の
土
地
に
、
大
学
院
生
を
含
む
約
１
万
５
千
人

の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
文
化
情
報
、
理
工
、

生
命
医
科
学
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
、
心
理
学
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
各
学

部
及
び
関
連
す
る
５
研
究
科
が
こ
の
地
に
本
拠

を
置
い
て
い
る
。
文
、
法
、
経
済
、
商
の
各
学

部
の
１
・
２
年
次
生
も
２
０
１
２
年
度
ま
で
は

こ
こ
で
学
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

開
校
ま
で
⑴

　

本
学
は
戦
後
長
い
間
校
地
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
。
多
く
の
学
生
（
１
９
６
０
年
度
で
約

１
万
３
千
人
）を
擁
し
な
が
ら
狭
隘
な
今
出
川
・

新
町
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ほ
と
ん
ど
の
教
学
施

設
が
集
ま
っ
て
お
り
、
教
育
研
究
条
件
の
改
善
、

新
た
な
展
開
も
不
可
能
な
状
態
で
あ
っ
た
。
特

に
中
心
校
地
不
足
に
よ
り
、
大
学
院
等
の
充
実

も
図
れ
な
い
事
態
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
い
っ
た
事
情
を
受
け
て
、
各
校
及
び
理

事
会
で
種
々
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
１
９
６
６

年
及
び
１
９
６
８
年
の
２
度
に
わ
た
っ
て
当
時

の
京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
の
土
地
約
１
０
０
万

㎡
を
購
入
し
た
。
こ
の
土
地
に
現
在
、
大
学
、

女
子
大
学
、
国
際
中
学
・
高
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

土
地
購
入
後
、
学
園
紛
争
等
も
あ
り
し
ば
ら

く
の
間
手
付
か
ず
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
１
９

７
０
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
よ
う
や
く
京
田
辺

の
土
地
利
用
に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ

た
。
開
校
ま
で
の
主
な
動
き
は
左
記
の
と
お
り

で
あ
る
。

◦
１
９
７
６
年
２
月　
「
教
育
条
件
の
改
善
基

本
方
針
」
大
学
評
議
会
承
認
（
具
体
的
な
検

討
開
始
）

◦
１
９
７
７
年
２
月　
「
田
辺
校
地
整
備
基
本

計
画
」
大
学
評
議
会
承
認

◦
１
９
８
０
年
３
月　

田
辺
校
地
開
発
造
成
工

事
許
可　

８
月　

造
成
工
事
着
工

◦
１
９
８
２
年
３
月　
「
田
辺
校
地
整
備
実
施

計
画
方
針
」
大
学
評
議
会
承
認

◦
１
９
８
４
年
３
月　
「
田
辺
校
地
整
備
実
施

計
画
」
大
学
評
議
会
承
認

→
骨
子
は
、
⑴
全
学
部
第
１
部
１
年
次
・
２

年
次
生
の
授
業
を
１
９
８
６
年
度
よ
り
田

辺
校
地
で
開
始
す
る　

⑵
工
学
部
３
年

次
・
４
年
次
生
、
大
学
院
工
学
研
究
科
お

よ
び
理
工
学
研
究
所
の
移
転
は
第
２
段
階

の
計
画
対
象
と
す
る

◦
１
９
８
５
年
１
月　

起
工
式
、
２
月　

建
築

工
事
着
工

◦
１
９
８
６
年
３
月　

竣
工
式

　

開
校
ま
で
⑵

　

関
係
者
の
記
録
に
よ
る
と
、
敷
地
造
成
に
先

立
っ
て
ま
ず
治
水
及
び
防
災
関
係
の
工
事
が
必

要
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
を
削
る

こ
と
に
よ
り
水
の
流
れ
が
変
化
す
る
た
め
で
あ

る
。
調
整
池
の
建
設
、
普
賢
寺
川
の
拡
幅
工
事
、

分
水
嶺
（
興
戸
側
と
多
々
羅
側
）
の
工
夫
等
々

で
あ
る
。
ま
た
、
造
成
に
あ
た
っ
て
地
元
と
の

間
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
問
題
も
あ
り
、
土
は

校
地
外
へ
持
ち
出
さ
な
い
と
い
う
約
束
を
し
て

い
た
た
め
、
山
を
削
っ
て
出
た
土
は
谷
へ
埋
め

る
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
。

　

造
成
開
始
か
ら
４
年
半
、
１
９
８
５
年
の
１

月
９
日
、
よ
う
や
く
両
大
学
合
同
の
起
工
式
に

こ
ぎ
つ
け
た
。
場
所
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書

館
建
設
予
定
地
で
、
林
田
京
都
府
知
事
を
は
じ

め
、
府
・
町
・
建
設
関
係
者
や
地
元
代
表
等
約

２
５
０
名
の
出
席
を
得
て
行
わ
れ
た
。
２
月
に

は
建
築
工
事
に
着
工
し
、
１
年
２
か
月
間
の
突

貫
工
事
が
始
ま
っ
た
。
延
べ
30
万
人
の
工
事
関

係
者
が
投
入
さ
れ
、
工
事
は
順
調
に
進
み
大
学

だ
け
で
40
数
棟
の
建
物
（
延
床
面
積
約
９
万
９

千
㎡
）
が
実
質
わ
ず
か
１
年
で
で
き
あ
が
っ
た

こ
と
に
な
る
。
86
年
３
月
27
日
に
は
女
子
大
学

の
恵
真
館
で
合
同
の
竣
工
式
（
開
校
式
）
が
挙

行
さ
れ
た
。
式
典
に
は
全
国
の
学
校
関
係
者
を

は
じ
め
約
１
，０
０
０
人
が
集
い
、
竣
工
・
開

校
を
祝
福
し
た
。
総
事
業
費
は
大
学
だ
け
で
約

２
４
０
億
円
で
あ
っ
た
。

　

通
学
に
つ
い
て

　

国
際
高
校
は
１
９
８
０
年
に
開
校
し
て
い
た

が
、
86
年
４
月
か
ら
は
大
学
・
女
子
大
が
加
わ

り
、
１
万
３
千
人
近
く
の
学
生
・
生
徒
が
通
う

こ
と
に
な
り
、
通
学
に
係
わ
る
問
題
・
課
題
は

早
い
時
期
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
ず
通
学
経
路
で
あ
る
が
、
当
初
は
近
鉄
三

山
木
を
通
学
の
た
め
の
主
た
る
駅
と
す
る
案
が

有
力
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
紆
余
曲
折
を
経
て

１
９
８
４
年
３
月
に
は
興
戸
を
主
た
る
通
学
駅

と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
興
戸
に
決

定
後
、
同
志
社
と
し
て
は
駅
を
南
側
に
移
動
さ

せ
、
現
在
の
東
西
の
通
学
路
と
駅
を
直
結
さ
せ

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
を
拡
張
し
て
６
両
編
成

の
停
車
も
可
能
と
さ
せ
る
予
定
に
し
て
い
た
が
、

地
元
と
の
関
係
も
あ
り
実
現
し
な
か
っ
た
。
現

在
の
橋
上
駅
は
開
校
後
の
86
年
９
月
に
完
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
・
府
道
を
跨
ぐ
陸
橋
を

含
む
通
学
路
そ
の
も
の
は
開
校
前
日
の
３
月
31

日
に
完
成
し
た
。
こ
の
通
学
路
は
工
事
中
は
４

車
線
で
あ
っ
た
が
、
２
車
線
に
し
北
側
に
非
常

に
広
い
歩
道
を
設
け
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
（
当
時
は
国
鉄
）
の
新
駅
「
同
志
社
前
」

に
つ
い
て
も
、
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
開
設
が

決
定
し
、
１
９
８
６
年
の
１
〜
３
月
の
工
事
期

間
で
４
月
１
日
に
完
成
し
て
い
る
。
現
在
で
は

Ｊ
Ｒ
も
大
阪
方
面
か
ら
の
学
生
輸
送
の
大
動
脈

に
な
っ
て
い
る
。

　

開　

校

　

１
９
８
６
年
４
月
１
日
、
京
田
辺
校
地
開
校
。

土
地
を
取
得
し
て
か
ら
で
も
20
年
の
時
が
経
過

し
て
い
た
。
１
８
７
５
年
の
同
志
社
英
学
校
開

学
以
来
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
校
地
で
学

ぶ
の
は
、
前
述
の
と
お
り
全
学
部
第
１
部
１
年

次
・
２
年
次
生
約
８
，６
０
０
人
で
あ
る
。
２

年
次
生
に
つ
い
て
は
今
出
川
校
地
か
ら
の
移
動

京
田
辺
校
地
25
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
っ
て

大
学
京
田
辺
校
地
総
務
部
長

高
田　

芳
樹

寄　稿　①
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め
の
宿
舎
と
し
て
、
ま
た
課
外
用
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
25
年
間
に
お
け
る
景
観
上
の
一
番
大
き

な
変
化
は
、
逐
次
建
設
さ
れ
た
建
物
群
を
別
に

す
れ
ば
キ
ャ
ン
パ
ス
の
樹
木
で
あ
る
。
大
き
く

茂
っ
た
豊
か
な
緑
は
25
年
の
歳
月
を
確
実
に
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

現
在
の
こ
の
す
ば
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

地
域
の
方
々
や
京
田
辺
市
の
ご
理
解
の
賜
物
で

あ
り
、
ま
た
、
な
に
よ
り
多
く
の
教
職
員
の
思

い
と
努
力
の
結
晶
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
関
係

者
に
敬
意
を
表
し
、
感
謝
し
た
い
。
２
０
１
３

年
度
に
は
文
系
の
１
・
２
年
次
生
が
今
出
川
校

地
に
移
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
は
か
な
り

性
格
の
異
な
っ
た
新
生
「
京
田
辺
校
地
」
に
な

る
。
次
の
25
年
の
さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
し
た

い
。

〈
主
な
参
考
文
献
〉

◦『
同
志
社
大
学
広
報
』『
同
志
社
時
報
』

◦
学
校
法
人
同
志
社
編
『
同
志
社
田
辺
校
地
30

年
の
歩
み 

１
９
６
５
〜
１
９
９
３
』　

１
９

９
５

◦
谷
口
謹
士
郎
著
『
同
志
社
大
学
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス
開
校
ま
で
の
覚
え
書
き
』
私
家
版　

１

９
９
７

◦
２
０
０
８
年　

工
学
部
か
ら
理
工
学
部
へ
改

組
再
編
・
名
称
変
更
（
10
学
科
）

　

生
命
医
科
学
部
（
３
学
科
）、
生
命
医
科
学

研
究
科
開
設

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
開
設

◦
２
０
０
９
年　

心
理
学
部
、
心
理
学
研
究
科

開
設

◦
２
０
１
０
年　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科

開
設

◦
２
０
１
１
年　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
部
開
設

　

こ
れ
ら
の
学
部
開
設
や
理
工
学
部
の
拡
張
に

伴
い
、
夢
告
館
、
医
心
館
、
恵
喜
館
、
光
喜
館

等
多
く
の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

２
０
０
３
年
に
は
情
報
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
中
核

施
設
と
し
て
同
志
社
ロ
ー
ム
記
念
館
・
情
報
メ

デ
ィ
ア
館
、
06
年
に
は
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
（
連
携
型
起
業
家
育
成
施
設
）
と
し
て
業

成
館
（D

-egg

）
も
完
成
し
た
。

　

同
じ
く
２
０
０
６
年
に
は
当
時
の
木
津
町
に

あ
っ
た
既
存
の
研
究
施
設
を
購
入
、「
学
研
都

市
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
約
５
万
㎡
）
と
呼
び
、
現

在
貸
ラ
ボ
を
含
む
各
種
研
究
施
設
と
し
て
活
用

し
て
い
る
。
09
年
に
は
京
田
辺
校
地
の
南
側
に

あ
っ
た
旧
京
都
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
ー
を
購

入
し
、「
多
々
羅
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
約
13
万
㎡
）

と
い
う
名
称
で
留
学
生
・
外
国
人
研
究
者
の
た

つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
み
た
い
。
１
９
９
４
年

以
降
し
ば
ら
く
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、

２
０
０
５
年
の
文
化
情
報
学
部
の
開
設
を
皮
切

り
に
京
田
辺
を
拠
点
と
す
る
学
部
・
研
究
科
が

続
々
と
誕
生
し
、
現
在
、
冒
頭
に
書
い
た
よ
う

に
６
学
部
、
５
研
究
科
が
こ
の
地
に
あ
る
。
わ

ず
か
６
年
半
前
ま
で
は
工
学
部
し
か
な
く
、
隔

世
の
感
が
あ
る
。
学
部
・
研
究
科
の
開
設
等
は

左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦
２
０
０
７
年　

文
化
情
報
学
研
究
科
開
設

改
組
が
な
さ
れ
、
全
国
初
の
知
識
工
学
科
の
新

設
を
含
め
７
学
科
体
制
と
な
っ
た
。

　

工
学
部
は
学
生
・
教
員
の
増
加
に
よ
る
教
育
・

研
究
環
境
の
狭
隘
化
等
に
長
年
悩
ま
さ
れ
て
お

り
、
京
田
辺
校
地
へ
の
移
転
に
よ
り
一
気
に
問

題
の
解
決
を
図
り
、
さ
ら
な
る
発
展
も
目
指
す

必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
験
実
習
等
を
伴
う

学
部
の
性
格
上
、
１
９
８
６
年
か
ら
の
２
校
地

制
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　

１
９
９
０
年
６
月
に
は
統
合
移
転
が
大
学
評

議
会
で
了
承
さ
れ
、
92
年
７
月
か
ら
順
次
建
設

工
事
が
始
ま
っ
た
。
94
年
３
月
12
日
、
工
学
部

関
連
施
設
11
棟
、
新
教
室
棟
（
恵
道
館
）、
新

厚
生
施
設
棟
（
紫
苑
館
）
が
竣
工
式
を
迎
え
た
。

延
床
面
積
は
約
４
万
１
千
㎡
で
あ
る
。
第
１
段

階
で
既
に
完
成
し
て
い
た
１
・
２
年
次
生
用
の

実
験
実
習
施
設
と
合
わ
せ
て
物
理
的
に
も
統
合

移
転
が
完
了
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
で
よ
う
や
く
工
学
部
の
み
で
あ
る
が
、

１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
が
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス

と
な
っ
た
。
夕
刻
以
降
の
学
生
の
激
減
も
多
少

は
ま
し
に
な
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
発
展

　

本
号
の
座
談
会
記
事
と
重
複
す
る
部
分
も
あ

る
が
、
工
学
部
統
合
移
転
後
の
発
展
・
変
化
に

全
な
４
講
時
制
で
あ
っ
た
の
で
４
時
半
を
過
ぎ

る
と
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
サ
ー
ッ
と
引
き
上
げ
、

５
時
頃
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
は
閑
散
と
し
て
い
た
。

ま
た
、
た
ま
に
大
雨
が
降
れ
ば
随
所
で
小
さ
な

土
砂
崩
れ
や
水
漏
れ
等
が
発
生
し
、
施
設
部
は

対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
と
し
て
は

授
業
も
含
め
、
ほ
ぼ
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
後
数
年
間

は
全
国
各
地
か
ら
大
学
関
係
者
を
中
心
と
し
た

見
学
者
が
引
き
も
切
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
の
10
月
に
は
第
４
工
区
と
呼
ば
れ
て

い
た
、
校
地
の
一
番
西
側
の
体
育
施
設
群
が
完

成
し
、
第
１
段
階
の
建
設
工
事
は
完
了
し
た
。

こ
れ
で
既
に
完
成
し
て
い
た
体
育
施
設
を
含
め
、

日
本
で
も
有
数
の
43
種
目
も
の
ス
ポ
ー
ツ
が
可

能
な
35
の
施
設
が
16
万
㎡
の
土
地
に
集
中
的
に

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

工
学
部
統
合
移
転

　

前
述
の
と
お
り
京
田
辺
移
転
の
第
２
段
階
と

し
て
、
１
９
９
４
年
４
月
に
は
工
学
部
・
工
学

研
究
科
、
理
工
学
研
究
所
の
移
転
が
完
了
し
、

工
学
部
の
３
・
４
年
次
生
及
び
工
学
研
究
科
の

大
学
院
生
が
京
田
辺
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

（
計
２
，１
５
０
人
）。
同
時
に
学
科
の
新
設
・

で
あ
る
。

　

４
月
５
日
に
は
初
め
て
の
入
学
式
が
デ
イ
ヴ

ィ
ス
記
念
館
で
２
回
に
分
け
て
挙
行
さ
れ
た
。

当
日
の
京
都
新
聞
夕
刊
の
記
事
に
は
「
同
志
社

大
学
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
５
日
、
初
の
入
学
式

が
行
わ
れ
、
学
生
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
に
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

授
業
開
始
は
12
日
で
あ
っ
た
。

　

開
校
当
初
に
つ
い
て
今
で
も
鮮
烈
に
記
憶
し

て
い
る
の
は
、
夕
刻
で
あ
る
。
当
時
は
ほ
ぼ
完開校の頃の校地全景（1986年）校地全景（2008年）
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開
校
ま
で

　

同
志
社
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
１
つ

と
し
て
「
帰
国
子
女
教
育
問
題
へ
の
対
応
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
今
か
ら
約
35
年
前
の

こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
法
人
内
の
組
織
で
検
討

が
重
ね
ら
れ
、
開
校
１
年
前
の
１
９
７
９
年
４

月
、
国
際
高
等
学
校
開
設
準
備
室
は
、
ス
タ
ッ

フ
を
教
員
９
名
、
職
員
３
名
に
増
員
し
、
事
務

室
を
女
子
大
学
の
「
梨
の
木
学
舎
」
に
移
転
し

て
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
私
は

こ
の
と
き
か
ら
準
備
室
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り

ま
し
た
。
１
９
７
９
年
９
月
、
国
際
高
等
学
校

開
設
準
備
室
は
「
梨
の
木
学
舎
」
か
ら
田
辺
校

地
の
プ
レ
ハ
ブ
に
移
転
し
、
校
舎
建
築
が
進
め

ら
れ
て
い
る
様
子
を
眺
め
な
が
ら
、
間
近
に
迫

っ
て
き
た
開
校
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
関
西
に
は
入
試
制
度
、
授
業

形
態
、
教
材
な
ど
に
つ
い
て
参
考
に
で
き
る
先

発
校
は
一
つ
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち
で

一
か
ら
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
生
徒
が
来
て
く
れ
る
の
か
分
か
ら

な
い
状
況
で
授
業
の
計
画
を
立
て
る
の
は
想
像

以
上
に
大
変
な
作
業
で
し
た
。

　

12
月
の
認
可
に
よ
り
、
同
志
社
国
際
高
等
学

校
が
正
式
に
誕
生
し
ま
し
た
。
早
速
願
書
の
受

付
を
は
じ
め
、
何
と
か
１
９
８
０
年
２
月
16
日

に
最
初
の
入
学
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
ま
だ
田
辺
の
校
舎
が

完
成
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
法
人
本
部
の
皆

さ
ん
に
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
、
同
志
社
大
学

新
町
校
舎
を
お
借
り
し
て
最
初
の
入
学
試
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

田
辺
校
地（
現
在
の
京
田
辺
校
地
）
の
様
子

　

国
際
高
校
が
開
校
し
た
と
き
の
田
辺
校
地
周

辺
は
、
今
と
は
全
く
違
う
静
か
な
（
寂
し
い
）

と
こ
ろ
で
し
た
。
現
在
の
Ｊ
Ｒ
同
志
社
前
駅
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
専
用
通
学
路
の
陸
橋
も
あ
り

ま
せ
ん
。
同
志
社
前
駅
付
近
の
コ
ン
ビ
ニ
や
飲

食
店
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
は
何
も
な
く
、
現

在
の
Ｊ
Ｒ
の
駅
あ
た
り
に
あ
っ
た
小
さ
な
喫
茶

店
を
、
国
際
高
校
の
教
職
員
が
よ
く
利
用
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
生
徒
は
、
道
路
沿
い
の
小
さ

な
駄
菓
子
屋
さ
ん
に
よ
く
立
ち
寄
っ
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
の
ど
か
な
風
景
で
し
た
。

　

現
在
の
同
志
社
前
駅
か
ら
大
学
の
正
門
に
向

か
っ
て
登
る
坂
道
を
通
る
の
は
殆
ど
が
本
校
の

生
徒
・
教
職
員
と
同
志
社
住
宅
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
方
で
し
た
。
今
は
人
通
り
が
絶
え
な
い
坂

道
も
、
当
時
は
街
灯
も
な
く
人
通
り
も
ほ
と
ん

ど
な
く
と
て
も
寂
し
い
道
だ
っ
た
の
で
、
暗
く

な
っ
て
か
ら
の
下
校
は
危
険
だ
と
い
う
配
慮
か

ら
、
本
校
の
下
校
時
間
は
夏
期
17
時
30
分
、
冬

期
は
17
時
に
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
大
学
は
造

成
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
女
子

大
学
は
宿
泊
の
で
き
る
小
さ
な
研
修
所
と
大
き

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
１
面

が
あ
る
だ
け
で
し
た
。
現
在
の
山
手
幹
線
の
道

路
は
大
学
の
北
門
あ
た
り
で
道
路
が
終
わ
っ
て

い
て
、
南
か
ら
来
た
車
は
、
今
の
大
学
正
門
前

で
す
べ
て
東
に
回
っ
て
坂
を
降
り
て
駅
の
方
に

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は

ほ
と
ん
ど
車
が
通
ら
な
か
っ
た
の
で
、
山
手
幹

線
の
道
路
上
で
ク
ラ
ス
写
真
を
撮
る
と
い
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

開
校
の
日

　

１
９
８
０
年
４
月
14
日
、
正
面
玄
関
の
ラ
ウ

ン
ジ
で
同
志
社
国
際
高
等
学
校
の
開
校
式
と
第

１
回
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
育
館
も
講

堂
も
な
か
っ
た
の
で
、
唯
一
少
し
広
い
ス
ペ
ー

ス
で
あ
っ
た
ラ
ウ
ン
ジ
に
パ
イ
プ
椅
子
を
並
べ

て
臨
時
の
式
場
を
設
営
し
た
も
の
で
し
た
。

　

関
西
で
初
め
て
の
帰
国
生
徒
受
け
入
れ
専
門

校
の
開
校
と
い
う
こ
と
で
、
関
西
の
ほ
と
ん
ど

の
テ
レ
ビ
局
が
入
学
式
を
取
材
に
こ
ら
れ
ま
し

た
。
新
入
生
の
宣
誓
や
校
長
の
式
辞
の
際
は
驚

く
ほ
ど
近
距
離
で
撮
影
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、

式
の
厳
粛
さ
は
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま

す
。
入
学
式
後
の
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
様
子
や

生
徒
、
教
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
保
護
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
長
時
間
に
わ
た
る
取
材

が
行
わ
れ
、
そ
の
日
の
18
時
か
ら
の
報
道
番
組

で
は
、
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
本
校
の
開
校
の

様
子
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
校
後
の
歩
み

　

私
た
ち
教
職
員
は
、
帰
国
生
徒
教
育
の
先
発

校
を
見
学
し
た
り
書
物
を
読
ん
だ
り
し
て
、
帰

国
生
徒
と
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
た
生
徒

達
な
の
か
を
色
々
調
べ
て
準
備
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
に
生
徒
達
が
来
て
み
る
と
、

生
活
経
験
や
文
化
の
違
い
、
生
徒
の
個
性
や
学

習
状
況
、
言
語
的
な
個
人
差
は
と
て
も
大
き
く
、

今
流
行
の
言
葉
で
言
う
と
、「
想
定
外
」
の
連

続
で
し
た
。
あ
る
程
度
持
っ
て
い
る
予
備
知
識

を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
目
の
前
に
い
る
個
々

の
生
徒
に
そ
の
場
で
対
応
し
て
い
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
語
の
授
業
が
分
か
ら
ず
に
髪
の
毛
が
白

く
な
っ
た
帰
国
生
徒
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
育
ち

す
べ
て
の
授
業
を
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録

音
し
、
何
度
も
聞
き
直
し
て
勉
強
し
て
い
る
生

徒
、
英
語
も
日
本
語
も
流
暢
で
難
な
く
日
本
語

の
授
業
に
適
応
し
て
い
く
生
徒
、
英
語
が
得
意

科
目
だ
っ
た
か
ら
本
校
を
選
ん
だ
の
に
帰
国
生

徒
の
英
語
力
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
立
ち
直
れ

な
い
優
秀
な
一
般
生
徒
、
学
校
中
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
本
当
に
色
々
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

帰
国
生
徒
教
育
の
本
質
は
、
多
様
な
一
人
ひ
と

り
に
き
ち
ん
と
対
応
す
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

を
確
信
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本

校
で
は
国
内
一
般
生
徒
に
も
質
の
高
い
教
育
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
以
外
の
面
で
も
生
徒
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
全
て

の
学
校
行
事
に
は
前
例
が
な
く
、
何
も
か
も
自

分
た
ち
で
企
画
立
案
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
２
学
期
に
完
成
し
た
体
育
館
で
行
っ

た
最
初
の
体
育
祭
で
は
、
各
ク
ラ
ス
が
工
夫
を

凝
ら
し
て
マ
ス
ゲ
ー
ム
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

全
員
が
旅
館
で
借
り
て
き
た
浴
衣
を
着
て
花
笠

音
頭
を
踊
っ
た
り
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
組
み
体
操
を
し
た
り
、

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
発
揮
さ

れ
た
１
年
目
の
体
育
祭
で
し
た
。

京
田
辺
校
地
で
の
30
年

─
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
の
歩
み
─

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長

川
井　

国
孝

寄　稿　②

1981年頃の田辺校地
右が大学、左下が女子大学の用地です。
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卒
業
生
の
受
け
入
れ
に
あ
た
り
、
少
し
定
員
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
申

請
等
の
対
外
的
な
手
続
き
が
必
要
に
な
り
、
困

難
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
本
校
の
発
展
の
た
め

に
乗
り
越
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
教
室
が
不
足
す
る
こ
と
と
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
で

の
先
進
的
な
教
育
と
の
連
携
を
図
る
た
め
に
は

特
徴
的
な
新
し
い
施
設
が
い
く
つ
か
必
要
に
な

り
ま
す
。
一
方
、
２
０
１
２
年
と
２
０
１
３
年

は
中
学
校
と
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改

訂
に
な
る
と
き
で
す
。
本
校
で
は
、
こ
の
時
期

に
合
わ
せ
て
Ｆ
Ｄ
（Future D

esign

）
委
員
会

を
設
置
し
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
卒
業
生
の
受
け
入
れ
に
合

わ
せ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
と
建
築
計
画
の

両
面
か
ら
本
校
の
現
状
を
見
直
す
と
と
も
に
、

将
来
展
望
に
つ
い
て
の
検
討
を
、
今
ま
さ
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

30
年
間
の
帰
国
生
徒
教
育
の
経
験
か
ら
、
本

校
で
は
「
多
様
な
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
に
、
き

ち
ん
と
対
応
す
る
教
育
」
を
提
供
し
ま
す
。
そ

し
て
、
他
者
の
存
在
を
認
め
、
尊
重
し
、
対
等

に
意
見
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
真
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
ち
、
国
際
的
に
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
４
月
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
か
ら
の
最
初
の

卒
業
生
が
本
校
に
入
学
し
て
来
る
と
き
に
向
か

っ
て
、
本
校
の
教
育
は
さ
ら
に
新
し
い
ス
テ
ー

ジ
へ
と
進
化
を
し
て
い
き
ま
す
。

活
動
の
場
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
な
ど
も
完
成
し
、
本
校
の
教
育
活
動
の
拠
点

と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
が
完
成
し
た
の
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、「
最

も
先
進
的
な
学
校
図
書
館
」
と
し
て
各
方
面
で

高
い
評
価
を
受
け
、
色
々
な
方
の
見
学
や
取
材

が
あ
り
ま
し
た
が
、
評
価
さ
れ
た
の
は
そ
の
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
日
常
的

に
授
業
の
中
で
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
い
る
本
校

の
教
育
内
容
で
し
た
。

　

今
後
の
展
望

　

同
志
社
大
学
附
属
の
二
つ
目
の
小
学
校
と
し

て
、同
志
社
国
際
学
院
初
等
部（
以
下
Ｄ
Ｉ
Ａ
）

が
２
０
１
１
年
に
木
津
川
市
に
開
校
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｉ
Ａ
は
日
本
語
・
英
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教

育
を
行
う
小
学
校
で
、
こ
の
小
学
校
を
卒
業
し

た
生
徒
達
は
、
本
校
の
中
学
校
に
推
薦
進
学
し

て
く
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
２
０
０
９
年
度
か
ら
本
校
と
Ｄ
Ｉ
Ａ

の
間
で
連
絡
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
お
互
い

の
教
育
内
容
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
深
め
、
Ｄ

Ｉ
Ａ
か
ら
本
校
の
教
育
に
自
然
な
形
で
つ
な
が

る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
は
帰
国
生
徒
受
け
入
れ
校
の
社
会
的
な

責
任
が
あ
る
の
で
、
外
部
募
集
を
大
き
く
減
ら

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
の

に
は
で
き

な
い
状
況

で
し
た
。

場
所
の
不

足
を
解
消

す
る
た
め

の
建
築
で

は
あ
っ
た

の
で
す
が
、

そ
の
機
会

に
本
校
の

教
育
の
特

色
を
問
い

直
し
、
そ

れ
が
実
現

で
き
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
計
画
を
進
め
ま
し

た
。
従
来
の
図
書
館
を
越
え
、
図
書
、
新
聞
、

視
聴
覚
教
材
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
あ
ら
ゆ

る
学
習
情
報
が
一
つ
の
場
所
で
ト
ー
タ
ル
に
活

用
で
き
、
そ
し
て
学
習
の
成
果
を
発
信
し
て
、

世
界
中
と
つ
な
が
っ
た
学
習
空
間
を
目
指
し
ま

し
た
。
建
築
の
た
め
の
委
員
会
を
１
０
０
回
近

く
開
き
、
細
か
な
検
討
を
重
ね
、
設
計
会
社
、

建
築
会
社
の
ご
協
力
を
得
て
、
１
９
９
７
年
の

夏
に
円
形
で
総
ガ
ラ
ス
張
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

中
学
校
の
礼
拝
が
で
き
る
多
目
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
念
願
の
校
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
、
そ
し
て
雨
で
も
色
々
な

交
代
で
司
会
を
受
け
持
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か

に
も
色
々
な
宗
教
行
事
の
と
き
に
は
宗
教
委
員

が
中
心
と
な
っ
て
そ
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

と
５
日
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

公
立
の
学
校
で
週
５
日
制
が
部
分
的
に
進
み

始
め
た
１
９
９
５
年
、
本
校
で
は
大
き
な
二
つ

の
動
き
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
つ
は
５
日

制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
具
体
的
な
検
討
を
始
め

る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
生
徒
数
の
増
加
に
よ
り

手
狭
に
な
っ
て
き
た
図
書
館
を
中
心
と
す
る
新

た
な
建
設
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

　

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
単
に
５
日

制
に
す
る
た
め
だ
け
に
各
科
目
の
時
間
数
を
調

節
す
る
の
で
は
な
く
、
本
校
が
育
て
た
い
生
徒

像
の
確
認
か
ら
始
め
、
そ
の
た
め
に
は
各
科
目

ご
と
に
ど
れ
だ
け
の
授
業
時
間
数
が
必
要
か
、

と
い
う
発
想
で
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

土
曜
日
に
つ
い
て
は
、
学
校
内
だ
け
の
活
動
で

は
な
く
、
広
く
世
間
の
受
け
皿
を
利
用
し
、
生

徒
の
幅
広
い
体
験
を
実
現
す
る
た
め
に
、
授
業

を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
実
際
に
は
社

会
の
受
け
皿
は
あ
ま
り
整
備
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
、
現
在
、
土
曜
日
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
本
校
で
は
以
前
か
ら

図
書
館
を
利
用
し
た
授
業
が
多
く
行
わ
れ
て
い

て
、
授
業
の
予
約
さ
え
も
な
か
な
か
希
望
通
り

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
校
は
帰
国
生
徒

受
け
入
れ
と
い
う
社
会
的
な
責
任
が
あ
る
た
め
、

高
等
学
校
段
階
で
一
定
数
を
募
集
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
併
設
す
る
中
学
校

の
定
員
は
、
１
学
年
90
名
（
帰
国
生
徒
60
名
、

一
般
生
徒
30
名
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

礼
拝
に
つ
い
て

　

本
校
は
、
開
校
以
来
礼
拝
を
守
る
こ
と
を
と

て
も
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
校
内

に
は
３
０
０
人
程
度
が
入
れ
る
集
会
室
が
一
つ

あ
っ
た
だ
け
な
の
で
、
高
校
３
学
年
が
揃
っ
た

１
９
８
２
年
度
に
は
全
校
生
徒
が
入
れ
る
場
所

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
会
議
室
に

パ
イ
プ
椅
子
を
た
く
さ
ん
並
べ
、
１
学
年
が
入

れ
る
場
所
を
造
り
、
時
差
を
つ
け
て
毎
日
３
つ

（
２
つ
は
同
時
に
別
の
場
所
）
の
礼
拝
を
す
る

こ
と
で
、
全
学
年
が
毎
日
礼
拝
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
数
が
増
え
学
年

に
よ
っ
て
は
隔
日
礼
拝
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
１
９
８
８
年
秋
に
は
、

同
志
社
女
子
大
学
の
構
内
に
田
辺
校
地
の
共
通

施
設
で
あ
る
新
島
記
念
講
堂
が
完
成
し
、
１
９

８
９
年
度
か
ら
は
高
校
生
全
員
が
一
堂
に
会
し

て
新
島
記
念
講
堂
で
毎
朝
の
礼
拝
を
守
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
と
き
か
ら
中
学
生
も
高
校
生

も
毎
朝
礼
拝
に
よ
り
学
校
生
活
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
校
の
礼
拝

は
、
そ
の
と
き
か
ら
各
ク
ラ
ス
の
宗
教
委
員
が

　

体
育
祭
の
マ
ス
ゲ
ー
ム
や
文
化
際
の
色
々
な

催
し
は
国
際
高
校
の
伝
統
と
し
て
、
毎
年
工
夫

を
重
ね
な
が
ら
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

中
学
校
の
併
設

　

本
校
は
も
と
も
と
中
学
校
と
高
等
学
校
を
併

設
す
る
計
画
で
し
た
が
、
準
備
段
階
の
諸
般
の

事
情
に
よ
り
、
高
等
学
校
の
み
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、学
内
の
他
の
中
学
・

高
校
で
は
全
て
中
学
校
・
高
等
学
校
の
一
貫
教

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
に
帰
国

し
た
生
徒
達
が
高
校
入
学
ま
で
の
間
に
、
日
本

の
公
立
中
学
校
に
入
学
し
、
適
応
が
う
ま
く
い

か
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
中
学
１
年
生
か
ら
高

等
学
校
２
年
生
ま
で
、
全
て
の
学
年
で
入
学
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
受
け
入
れ
校
と
し

て
も
非
常
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
し
た
。
そ
こ

で
、
１
９
８
６
年
か
ら
中
学
の
設
立
に
向
け
て

準
備
を
始
め
ま
し
た
が
、
中
学
校
を
併
設
す
る

た
め
に
は
、
解
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
京
都
府
と
文
部
省

の
認
可
、
建
築
費
用
の
準
備
、
理
事
会
の
承
認
、

田
辺
町
と
の
折
衝
、
周
辺
住
民
と
の
折
衝
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
１
９
８
８
年
４
月
に

同
志
社
国
際
中
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

学
内
の
他
の
中
学
・
高
校
で
は
、
中
学
段
階

で
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
を
入
学
さ
せ
て
、
高
等
学

校
段
階
で
は
補
充
程
度
の
募
集
を
行
う
だ
け
に

コミュニケーションセンター


